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期問 平成17年度 平成18年度平成19年度 平成20年度 平成21年度
採択課題作
数（内国際共 21（4）＊ 22（2）＊ 33（9）＊34（10）＊ 30（9）＊
同利用課題）
共同利用者
数（延べ人数） 108 165 205 214 190
＊＊
＊：（）内の数字は国際共同利用件数＊＊：共同利用者数は各課題の研究代表者と
研究協力者の延べ人数
4．専門委員会の構成及ぴ開催状況（平成21年度）
　委員会の構成
　　　山本衛（委員長、京大RISH）津田敏隆（京大RISH）　　矢野浩之（京大RISH）
　　　橋口浩之（京大RISH）　　　山本真之（京大RISH）　　佐藤亨（京大情報）
　　　長澤現生（首都大）　　　　大塚雄一（名大STE研）　山中大学（海洋研究開発機構）
　　　古津年章（島根大）
　　　国際委員（アドバイザー）Dr，Bamba㎎Tejasu㎞ana（インドネシアLAPAN次官）
　平成22年2月12日に国際委員の出席（LAPANのTimbulManik氏、Muzirwan氏による代
理出席）を得て専門委員会を開催し、平成22年度申請課題の選考を行なった。
5．特記事項
○赤道大気レーダーの改修
　平成20年度の全学経費（全学協力経費　設備整備）を得て、EARの改修を実施した。こ
れはEARの感度と、落雷からの電気的ショックに対する耐性を飛躍的に向上することを主
目的としている。更にアンテナ面を這う同軸ケーブルの取替と敷設方法の改善により、ネ
ズミ食害に対する耐性を向上した。改修後のEARは、受信系のゲイン27dB以上、ノイズフ
ィギュア5dB以下、サージ耐電圧1kV以上といった特性が確認されており、以前は観測が
難しかった高度十数㎞の領域のデータ取得率が向上するなどの成果を得た。
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